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中
国
古
代
思
想
史
研
究
は
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

通
説
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
大
量
の
新
出
土
資
料
が
近
年
相
次

い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

振
り
返
れ
ば
、
一
九
七

0
年
代
に
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
・
馬

王
堆
漢
墓
吊
書
・
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
な
ど
が
出
土
し
、
古
代
思
想

史
研
究
は
大
き
な
展
開
を
遂
げ
た
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
は
、
二
つ

の
『
孫
子
』
を
初
め
と
す
る
兵
学
思
想
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
、

馬
王
堆
漢
墓
吊
書
は
、
『
老
子
』
や
黄
老
思
想
の
新
研
究
を
推
し
進

め
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
は
、
秦
の
法
治
の
実
態
に
つ
い
て
重
要
な

手
か
が
り
を
与
え
て
く
れ
た
。

そ
か
ん

そ
し
て
、
近
年
そ
の
公
開
が
始
ま
っ
た
戦
国
時
代
の
楚
簡
群
は
、

こ
れ
ら
を
凌
ぐ
大
き
な
衝
撃
を
学
界
に
与
え
て
い
る
。
一
九
九
三

け

い

も

ん

か

く

て

ん

そ

ぼ

年
に
は
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚
墓
か
ら
戦
国
時
代
の
竹
簡

が
出
土
し
、
そ
の
翌
年
に
は
、
上
海
博
物
館
が
同
様
の
戦
国
楚
簡

て

ん

そ

ぼ

ち

く

か

ん

か

く

て

ん

そ

か

ん

を
入
手
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
」

「
丘
叫
粛
釦
害
鵬
如
犀
如
句
訳
（
出
尉
翫
）
」
と
総
称
さ
れ
た
こ

れ
ら
新
出
土
資
料
は
、
戦
国
時
代
の
古
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
、
『
周
易
』
『
詩
経
』
『
礼
記
』
『
老
子
』
な
ど
伝
世
の
主

要
な
古
典
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
諸
文
献
の
他
、
儒
家
系
・
道

家
系
な
ど
の
知
ら
れ
ざ
る
思
想
文
献
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
。

序

言

こ
れ
ら
の
解
読
が
進
め
ば
、
中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
と
っ
て
は

無
論
の
こ
と
、
東
洋
史
学
・
古
文
字
学
・
中
国
文
学
な
ど
周
辺
領

域
の
研
究
に
と
っ
て
も
、
画
期
的
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な

ろ
う
。本
稿
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
「
郭
店
楚
簡
」
と
「
上
博

楚
簡
」
の
概
要
を
紹
介
し
、
新
出
土
資
料
研
究
の
基
盤
整
備
を
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
編
者
と
な
っ
て
い
る
「
戦
国
楚
簡

研
究
会
」
と
は
、
一
九
九
八
年
十
月
、
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

研
究
会
で
、
当
初
は
、
郭
店
楚
簡
の
解
読
を
共
同
で
進
め
て
い
た

が
、
二

0
0
0
年
度
か
ら
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題

名
「
戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究
」
、
研
究
代
表
者
・
竹
田
健
二
）

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
後
に
公
開
さ
れ
た
上
博
楚
簡
を
も
対
象
に

含
め
て
研
究
会
合
を
重
ね
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
•
福
田
哲
之
•
竹
田
健
二
•
菅
本
大

二
の
分
担
執
筆
に
よ
る
。
分
担
ご
と
に
作
成
し
た
草
稿
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
を
全
員
で
検
討
し
た
上
で
定
稿
と
し
た
。
な
お
、
分
担

者
名
は
各
項
の
末
尾
に
記
し
た
。

(2) 



一
、
本
稿
は
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
荊
州
市
博
物
館
、
文
物
出
版

社
、
一
九
九
八
年
五
月
）
、
お
よ
び
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
第
一
分
冊
（
二

0
0

一
年
十
一
月
）
、
同
•
第
二
分
冊
（
二
0
0
二
年
十
二
月
）
に
収

録
さ
れ
た
新
出
土
資
料
に
つ
い
て
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
て
解
説
を
施
す
も
の
で
あ
る
。

二
、
資
料
解
題
は
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
の
部
と
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
の
部
と
に
大
別
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
総
論
に
続
い
て

資
料
ご
と
の
解
説
を
記
す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
群
の
呼

称
に
つ
い
て
は
、
各
々
「
郭
店
楚
簡
」
「
上
博
楚
簡
」
と
略
記
す

る。

三
、
各
資
料
の
解
説
は
、

(
1
)

書
誌
情
報
、

(
2
)
内
容
と
研
究

概
況
、

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究
、
か
ら
成
る
。
但
し
、

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
資
料
に
つ
い

て
は
、
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
概
ね

(
1
)

（
2
)

の
記
載
に
止
め
る
。

四、

(
1
)

の
書
誌
情
報
に
関
す
る
専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
後
掲

の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
」
を
参
照
。
ま
た
、
簡
長
・
編
綾
間

な
ど
の
長
さ
の
単
位
は
Cm

で
あ
る
。

五、

(
3
)

の
資
料
の
内
、
各
資
料
に
共
通
す
る
釈
文
・
研
究
書
な

凡

例

ど
に
つ
い
て
は
、
本
号
所
収
の
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

（
一
）
」
（
佐
野
大
介
•
前
川
正
名
・
上
野
洋
子
）
参
照
。

六
、
「
戦
国
時
代
」
の
開
始
年
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
便
宜
上
、
紀
元
前
四

0
三
年
説
を
採
用
す
る
。
紀
元
前
二

二
―
年
の
秦
帝
国
成
立
ま
で
の
一
八

0
年
間
を
三
等
分
し
、
紀

元
前
四

0
三
S
三
四
三
年
を
「
戦
国
前
期
」
、
紀
元
前
三
四
二

S

ニ
八
二
年
を
「
戦
国
中
期
」
、
紀
元
前
二
八
一

S
ニ
ニ
―
年
を
「
戦

国
後
期
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
郭
店
楚
墓
の
墓
葬
年
代
（
造
営
時
期
）
に
つ
い
て
、

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
は
「
戦
国
中
期
偏
晩
」
と
説
明
し
て
い
る
。

但
し
、
上
海
博
物
館
は
戦
国
期
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
「
戦
国

早
期
」
「
戦
国
晩
期
」
の
二
分
法
を
採
る
。
従
っ
て
、
そ
の
場
合

の
「
戦
国
晩
期
」
と
は
、
本
稿
に
お
け
る
「
戦
国
後
期
」
と
同

義
で
は
な
い
。
上
海
博
物
館
元
館
長
馬
承
源
氏
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
上
博
楚
簡
の
成
立
時
期
は
、
む
し
ろ
本
稿
に
お
け
る
「
戦

国
中
期
」
に
相
当
す
る
（
詳
細
は
本
稿
「
郭
店
楚
簡
総
論
」
「
上

博
楚
簡
総
論
」
参
照
）
。
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